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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合がありま
す。小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や
施設利用時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

フォトニュース

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

▪
市
民
活
動
交
流
サ
ロ
ン　
明
日
に
向
か

っ
て
セ
ル
フ
ケ
ア

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護
や
育
児
を

し
て
い
る
人
に
も
ほ
っ
と
す
る
時
間
は
と

て
も
大
切
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
の
呼
吸
法
や
、
ア
ロ
マ

や
ハ
ー
ブ
の
香
り
を
使
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア

の
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
で

も
交
流
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
２９
日
（
日
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
第
二
会

議
室

対　
象　
高
齢
者
や
家
族
の
ケ
ア
を
し
て

い
る
方
（
若
者
を
含
む
）、
セ
ル
フ
ケ
ア

に
関
心
の
あ
る
方

定　
員　
２０
人

※
保
育
４
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
）。

申
込
み　
１
月
４
日（
水
）か
ら
２０
日（
金
）

ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
サ
ロ
ン
名
、
住

所
（
町
名
ま
で
）、
氏
名
、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
入
力
の
う
え
、

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
す
ぴ
あ

へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
８
）２
１
０
４
、

Ainfo@kodaira-shiminkatsudo-
ctr.jp女女ひ

と
ひ
と

とと
男男ひ

と
ひ
と

の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
性
学
か
ら

男
性
学
か
ら

ら
し
く
あ
れ

ら
し
く
あ
れ  

ににモノ
申
す

モ
ノ
申
す

　
社
会
学
博
士
で
大
妻
女
子
大
学
准
教
授

の
田
中
俊
之
さ
ん
が
、
男
性
ゆ
え
に
抱
え

る
見
え
な
い
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。

　
若
者
も
大
人
も
自
分
ら
し
さ
と
向
き
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
２
月
１２
日
（
日
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
①
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
、
②
テ

レ
ビ
会
議
室
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

定　
員　
各
６０
人

※
①
は
保
育
７
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
。
問
合
せ
先
へ
）。

企
画
・
運
営　
小
平
市
男
女
共
同
参
画
推

進
実
行
委
員
会

ま
ち
巡
り

ま
ち
巡
り

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

こ
だ
い
ら
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会

　
ガ
イ
ド
が
解
説
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

▪
大
人
の
社
会
科
見
学　
市
内
北
部
の
文

化
施
設
を
巡
る

　
小
平
駅
か
ら
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
の
施
設
を
見
学
し
な
が
ら
、
小
川
駅
ま

で
約
４
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

と　
き　
１
月
２０
日
（
金
）　
雨
天
決
行

集　
合　
午
前
９
時
２０
分　
西
武
線
小
平

駅
南
口

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
西
武
線
小
川

駅
東
口
。

▪
青
梅
街
道
（
市
内
西
部
）
を
巡
る

　
江
戸
時
代
か
ら
開
発
さ
れ
て
き
た
旧
小

川
村
の
歴
史
・
文
化
（
用
水
路
・
寺
社
・

た
か
ら
道
な
ど
）
を
訪
ね
な
が
ら
青
梅
街

道
に
沿
っ
て
約
４・５
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

と　
き　
２
月
４
日
（
土
）　
雨
天
決
行

集　
合　
午
前
９
時
２０
分　
西
武
線
東
大

和
市
駅

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、　
西
武
線
青

梅
街
道
駅
。

▪
青
梅
街
道
（
市
内
東
部
）
を
巡
る

　
青
梅
街
道
沿
い
に
、寺
社
、た
か
ら
道
、

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
な
ど
市
内
東
部
の
新
旧

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
ね
な
が
ら
約
５
㌔
㍍
を
歩

き
ま
す
。

と　
き　
２
月
１８
日
（
土
）　
雨
天
決
行

集　
合　
午
前
９
時
２０
分　
西
武
線
青
梅

街
道
駅

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、　
西
武
線
花

小
金
井
駅
。︱

︱
共　
通
︱
︱

費　
用　
５
百
円

定　
員　
各
１５
人

申
込
み　
１
月
６
日
（
金
）
か
ら
１１
日

（
水
）
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
参

加
希
望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
を
問
合
せ
先
へ
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
１
月
１３
日

（
金
）
ま
で
に
当
選
者
に
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
電
話
で
通
知
）

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２
（
３
１
２
）
３
９
５
４
、
Ainfo 

@kodaira-tourism.com

申
込
み　
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
、
①
は

問
合
せ
先
へ
（
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着

順
）、
②
は
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営

サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
面
欄
外

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８
、
Akyodo 

-danjo@city.kodaira.lg.jp

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

女
性
活
躍
の
推
進
が

企
業
を
変
え
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
従
業
員
百
１
人

以
上
３
百
人
以
下
の
事
業
主
に
、
女
性
活

躍
推
進
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る

な
ど
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
酒
井
美
重
子
さ
ん
が
、
女
性
活
躍
推

進
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
中
小
企
業
の
好
事
例

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
で
行
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
２
日
（
木
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

対　
象　
市
内
事
業
主
・
従
業
者
、
市
内

在
住
の
方

定　
員　
３０
人

申
込
み　
電
子
メ
ー
ル
で
市
民
協
働
・
男

女
参
画
推
進
課
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３

４
６
）
９
６
１
８
、
Akyodo-danjo@

city.kodaira.lg.jp

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
会

イ
ン
こ
だ
い
ら

環
境
学
習
講
座

▪
今
日
か
ら
で
き
る
省
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン

　
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
、
日
頃
か
ら
実
践
で
き
る
環
境
に

配
慮
し
た
行
動
を
学
び
、
環
境
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

と　
き　
２
月
４
日
（
土
）　
午
前
９
時

１５
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　
員　
３０
人

申
込
み　
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
２
月
１

日
（
水
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
を
問
合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子

メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
８
、
Akankyoseisaku@city.

kodaira.lg.jp

創
業
の
扉
を
開
く

効
果
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

ア
イ
デ
ア
創
出
手
法

こ
だ
い
ら
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　
創
業
に
興
味
は
あ
る
も
の
の
、
考
え
が

具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
方
に
、
ゼ
ロ
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
創
出
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
策
定
す
る
流
れ
を
お
伝
え

し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

（
ズ
ー
ム
）
で
行
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
２
日
（
木
）　
午
後
７
時

〜
９
時

対　
象　
創
業
を
予
定
し
て
い
る
、
ま
た

は
創
業
し
た
ば
か
り
の
方

申
込
み　
１
月
１
日（
日・祝
）か
ら
、東
京

電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
３
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）へ

※
参
加
者
に
は
講
座
参
加
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

メ
ー
ル
し
ま
す
。

問
合
せ　
産
業
振
興
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
４

ル
ネ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
を
募
集

　
市
内
の
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
や
催

し
物
、
街
で
出
会
っ
た
心
温
ま
る
情
景
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
、
感
性
で
と
ら
え
た

こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
作
品
に
し
て
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
小
平
の
四
季
と
市
民
の
く
ら
し

規　
格　
六
切
、
四
切
（
い
ず
れ
も
ワ
イ

ド
可
）、
Ａ
４
で
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
で

プ
リ
ン
ト

※
組
写
真
、
加
工
・
合
成
は
不
可
。
画
質

調
整
レ
タ
ッ
チ
は
可
。
応
募
作
品
は
未
発

表
の
も
の
で
、
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降

に
撮
影
し
た
も
の（
１
人
２
点
ま
で
）に
限

り
ま
す
。被
写
体
が
人
物
の
場
合
は
、必
ず

事
前
に
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。
入
賞
作

品
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

※
賞
品
は
、
金
賞
（
賞
金
３
万
円
）、
銀

賞
（
賞
金
２
万
円
）
な
ど
で
す
。

※
作
品
は
３
月
１８
日
（
土
）
か
ら
２４
日

（
金
）
ま
で
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室
で

展
示
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後　
援　
小
平
市
写
真
連
盟

協　
力　
小
平
商
工
会

申
込
み　
１
月
５
日（
木
）か
ら
３１
日（
火
）

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
応
募
票
ま
た
は

紙
に
作
品
の
内
容
（
題
名
、
撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
日
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
）
を
記
入
し
、
写
真

裏
面
に
貼
付
し
て
問
合
せ
先
へ
持
参
ま
た

は
送
付

※
応
募
票
は
ル
ネ
こ
だ
い
ら
、
公
民
館
、

図
書
館
に
あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

H
検
索　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
（
〒
１８７
︱
０
０

４
１　
美
園
町
１
︱
８
ー
５
）
☎
０４２
（
３

４
５
）
５
１
１
１

　
市
役
所
職
員
を
か
た
る
う
そ
の
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。「
医

療
費
の
還
付
金
」や「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」の
単
語
が
出
て
き
た
ら
詐
欺
で
す
。

電
話
を
切
っ
て
警
察
に
相
談
す
る
な
ど
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
安
全
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
４

市
役
所
職
員
を
か
た
る
う
そ
の
電
話
に
注
意

村上茉
ま

愛
い

さん
小平市観光まちづくり大使に就任

ＦＣ東京×小平市

２人の選手が語る、それぞれの健康について
小平市をホームタウンの１つとして活動する、サッカーＪリーグＦＣ東
京と連携し、健康に関する動画を作成しました。
背番号１０番、ミッドフィルダーの東慶悟選手と、背番号３１番、ミッド
フィルダーの安部柊斗選手が、それぞれの健康をテーマに話します。ト
ップアスリートのプライベートな話や意外な本音など、ここでしか聞け
ない情報がたっぷり詰まっています。
動画は、小平市公式Y

　 ユ ー チ ュ ー ブ 　

ouTubeチャンネルで公開しています。３月３１日
（金）までの限定公開です。ぜひご覧ください。
問合せ　文化スポーツ課☎０4２（３4６）９６１２

小平市公式
Y
　 ユ ー チ ュ ー ブ 　

ouTubeチャンネル©F.C.TOKYO.

小平第三小学校の出身で、東京２０２０オリンピックの体操女子種目別
ゆかで銅メダルを獲得された、元体操選手の村上茉愛さんが、小平市
観光まちづくり大使に就任しました。
委嘱式では、村上さんから「辛いことがあっ
た時や、ふとした瞬間に、ほっとする小平の
ことを考えます。小平にはいいところがたく
さんあるので、これからＳＮＳなどでＰＲし
ていきたい」とのコメントをいただきまし
た。村上さんが書いた「小平のココが魅力」のボードは、市役所１階
産業振興課近くの展示ケースでご覧いただけます。
問合せ　産業振興課☎０4２（３4６）９5８１

　
１
月
７
日
に
は
、畑
で
取
れ
る
小
松
菜
や
大
根
、

人
参
な
ど
を
入
れ
た
、
七
草
が
ゆ
を
食
べ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、小
正
月
に
行
う
豊
作
祈
願
と
し
て
、

ア
ワ
と
ヒ
エ
の
穂
に
見
立
て
て
竹
で
作
っ
た
あ
ぼ

ひ
ぼ
を
神
棚
に
お
供
え
し

て
い
ま
し
た
。
ア
ワ
と
ヒ

エ
の
栽
培
が
廃
れ
る
と
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

昔のお正月

小平の暮らし

小平ふるさと村の催し
昔の遊びや節分などを、小平ふるさと村で体験
し、手打ちうどんを食べて、昔の小平の暮らし
や雰囲気を体験してみませんか。

小平の土質は、水はけが良く、稲作には不向きな土地柄だったため、畑
で麦を育てたり、養蚕を営んでいました。小平ならではの風習や正月な
どの年中行事、昔の小平の暮らしを紹介します。
※小平郷土研究会の方々からお話を伺いました。

　
年
末
に
は
気
の
合
う
隣
同
士
で
集
ま
り
、
三
梃て

こ

で
餅
つ
き
を
し
て
い
ま
し
た
。
三
梃
と
は
、
３
人

で
も
ち
米
を
杵
で
潰
し
て
練
っ
て
、
押
し
合
い
、

へ
し
合
い
、
時
計
回
り
に
杵
を
振
り
下
ろ
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。
最
後
に
揚
げ
づ
き
と
い
っ
て
、
手

あ
い
し
（
指
揮
者
）
に
合
わ
せ
て
、
大
き
い
杵
で

つ
き
、
出
来
上
が
り
で
す
。

　
お
供
え
餅

だ
け
で
な
く
、

何
枚
も
つ
い

て
座
敷
の
ほ

か
、
廊
下
ま

で
広
げ
て
乾

燥
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

　
１
月
１４
日
は
、
よ
い
ま
ゆ
玉
が
た
く
さ
ん
取
れ

る
よ
う
に
と
願
う
ま
ゆ
玉
祭
り
。
お
米
の
粉
で
、

ま
ゆ
の
形
の
だ
ん
ご
を
作
り
、
木
に
さ
し
て
神
棚

に
飾
っ
て
い
ま
し
た
。

　
幕
末
の
開
国
で
、
日
本
は
欧
米
と
貿
易
す
る
よ

う
に
な
る
と
絹
糸
と
お
茶
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

当
時
、
絹
糸
の
原
料
と
な
る
ま
ゆ
は
農
家
に
と
っ

て
貴
重
な
収
入
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
明
治
時
代

に
な
る
と
養
蚕
が
盛
ん
に
な
り
、明
治
２０
年
ご
ろ

に
は
、
市
域
の
７
〜
９
割
の
農
家
が
養
蚕
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
蚕
の
餌
は
桑
の
葉
の
た
め
、
畑
を

桑
畑
に
し
て
い
る
家
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
桑
の

葉
を
蚕
が
食
べ
る
音
が
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
と
家
中
に

響
い
て
い
る
ほ
ど
で
し
た
。
蚕
を
お
蚕
様
と
呼
ん

で
、
い
い
ま
ゆ
を
作
れ
る
よ
う
、
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
丁
寧
に
育
て
て
い
ま
し
た
。
昭
和
３０
年
に

入
っ
て
養
蚕
は
衰
退
し
始
め
ま
し
た
が
、
古
い
農

家
に
は
今
で
も
蚕
室
（
蚕
を
飼
う
た
め
の
部
屋
や

小
屋
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

年
末　

餅
つ
き

大
晦
日　

み
そ
か
っ
ぱ
ら
い

　
み
そ
か
っ
ぱ
ら
い
と
い
う
の
は
、
大
晦
日
の
夜

に
行
う
、
新
年
を
迎
え
る
た
め
の
お
は
ら
い
の
こ

と
で
、
今
で
も
行
っ
て
い
る
家
が
あ
り
ま
す
。

　
大
晦
日
の
夜
１１
時
３０
分
ご
ろ
、
家
長
の
も
と
に

家
人
が
集
ま
り
頭
を
下
げ
ま
す
。
家
長
は
、
神
棚

か
ら
幣へ

い

束そ
く

を
下
げ
て
き
て
、
神
主
の
よ
う
に
右
に

左
に
振
っ
て
、
今
年
一
年
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
来
年
も
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈

願
し
ま
す
。
こ
の
幣
束
は
年
末
に
氏
神
様
の
神
社

か
ら
お
は
ら
い
を
受
け
た
も
の
で
、
神
棚
に
、
大

根
を
４
㌢
㍍
位
の
厚
さ
に
輪
切
り
に
し
た
台
に
立

て
て
飾
っ
て
い
た
も
の
で
す
。地
域
に
よ
っ
て
は
、

大
根
に
立
て
な
い
で
飾
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
お
は
ら
い
が
終
わ
る
と
、
家
長
は
幣
束
を
敷
地

内
の
道
路
に
面
し
た
神
社
に
近
い
と
こ
ろ
の
地
面

に
挿
し
て
、
改
め
て
家
の
安
泰
を
祈
願
し
ま
す
。

　
元
日
午
前
０
時
に
は
、
氏
神
様
の
神
社
に
初
参

り
に
行
き
ま
す
。
夜
が
明
け
、
お
せ
ち
を
食
べ
て

ゆ
っ
く
り
し
た
後
、
今
度
は
初
詣
に
行
き
、
一
年

が
始
ま
り
ま
す
。

１
月
７
日　

七
草
が
ゆ
、あ
ぼ
ひ
ぼ

１
月
１４
日　

ま
ゆ
玉
祭
り

　
昔
は
、
こ
ま
や
ベ
ー
ゴ
マ
、
凧
あ
げ
や
羽
根
つ

き
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
凧
は
、
竹
ひ
ご
で
作
る

人
も
い
ま
し

た
。
近
所
の
子

ど
も
た
ち
が
み

ん
な
一
緒
に

な
っ
て
、
夢
中

で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　
１
月
２０
日
は
え
び

す
様
の
日
。
え
び
す

様
と
大
黒
様
を
飾

り
、
お
金
を
入
れ
た

升
、
お
赤
飯
や
け
ん

ち
ん
汁
、
尾
頭
付
き

の
生
魚
な
ど
を
お
供

え
し
て
、
商
売
繁
盛

や
五
穀
豊
穣
を
お
祈

り
し
て
い
ま
し
た
。

※
参
考
…
と
し
ょ
か
ん
こ
ど
も
き
ょ
う
ど
し
り
ょ

う
、郷
土
こ
だ
い
ら
、小
平
ふ
る
さ
と
物
語
（
二
）

※
白
黒
写
真
は
喜
平
図
書
館
所
蔵
。

子
ど
も
の
遊
び

１
月
２０
日　

え
び
す
講こ

餅つき　竹松佳一氏寄贈

農家の養蚕風景（昭和３２年）

蚕糸試験場内の
まゆ床（昭和３２年）

農家の蚕室
（昭和３２年） あぼひぼ

　
お
祝
い
や
節
目
の
と
き
な
ど
に
は
、
手
打
ち
う

ど
ん
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
畑
で
育
て
た
小
麦
は

換
金
を
目
的
と
し
た
作
物
だ
っ
た
た
め
、
当
時
の

小
平
の
農
民
は
、
日
常
で
小
麦
を
食
べ
る
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
自
家

製
の
小
麦
で
作
る
う
ど
ん
は
ご
ち
そ
う
で
し
た
。

ま
た
、
年
越
し
そ
ば
で
は
な
く
、
年
越
し
う
ど
ん

を
食
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

お
祝
い
や
節
目
に
は

手
打
ち
う
ど
ん

うどん作り（昭和３２年）ベーゴマ（昭和３２年）

◆小平郷土かるたと
なつかしいおもちゃの展示
昭和5７年に作られた「小平市
郷土かるた」と昭和２０年〜３０
年代の写真や懐かしさが残るお
もちゃを展示します。
と　き　１月１5日（日）まで

◆まゆ玉飾りの展示

米の粉でまゆの形のだんご
を作り、かしの木などにみ
かんなどと一緒にさした、
まゆ玉飾りを展示します。
と　き　１月７日（土）〜
１4日（土）

◆ふるさと村の節分

コダレンジャーと一緒に豆ま
きに参加しよう。
と　き　１月２９日（日）　午前
１１時〜正午　小雨決行
申込み　当日、会場へ

幣束 大晦日、神棚に飾る幣束

地面に挿した幣束みそかっぱらい

◆武蔵野手打ちうどん
小平ふるさと村での営業
小平で古くから
食されている糧

か て

うどんを提供し
ます。
と　き　１月１4日（土）・１5日（日）
　午前１１時１5分から
※売り切れしだい終了。２月は休業
します。
価　格　１食5００円
申込み　当日、会場へ
※団体予約（１０人〜１5人）は、利
用日の１０日前までに問合せ先へ。
問合せ　武蔵野手打ちうどん保存普
及会・相京☎０4２（２5３）７54３

◆作ってあそべる
遊びのひろば
紙ヒコーキを飛ばした
り、ぶんぶんごまを回す
など、その場で作って遊
びましょう。
と　き　１月６日（金）〜
１5日（日）　午前１０時３０
分〜午後２時

えびす様（左）と大黒様（右）

　
１
月
１５
日
は
蚕
び
ま
ち
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま

し
た
。
１４
日
の
晩
か
ら
明
け
方
ま
で
仲
間
内
で
集

ま
っ
て
、
手
打
ち
う
ど
ん
を
食
べ
た
り
お
酒
を
飲

み
、
明
け
方
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
ゆ
玉

の
形
の
だ
ん
ご
は
、
あ
ず
き
が
ゆ
に
入
れ
た
り
、

焼
い
て
食
べ
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。う
ど
ん
は
、

本
膳
の
よ
う
な
も
の
で
、
う
ど
ん
を
食
べ
た
ら
散

会
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
１５
日　

蚕
か
い

こ

び
ま
ち

開園時間　午前１０時〜午後４時　
休園日　月曜、第３火曜日（祝日の場合はその翌日）、
　　　　１２月２７日〜１月５日
問合せ　小平ふるさと村☎０4２（３45）８１55


